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	あなたの「承認」が、生徒の「自己有用感」を引き出す！
	発達支持的生徒指導の実践
	なぜ、「自己有用感」なのか？
	課題
	手立て
	手立て
	「うれ調　　　　　　　　」
	「行事プチ目標」と「振り返り」
	「貢献の承認行動（見守り・言語化・感謝）」
	・ 生徒が何気なく行った他者への貢献や、生徒自身の成長を、　 　 教師が積極的に認める。 ・ 生徒に「安心感」と「所属感」が生まれる。
	教師のフィードバック
	実践の効果
	・  生徒の89.4%が、他者から「よさ」を見つけてもらう 　  ことができた。 ・  生徒の100％が、他者の「よさ」を見つけることが 　  できた。 ・  教師への「信頼感」が向上した。
	生徒の言動を「よさ」として捉える
	成果だけでなく「過程」を価値付ける

	やはり 大切
	　　　研修報告書、「行事振り返りシート」、「うれ調」の詳細はこちら 　




